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現
代
、
華
僑
華
人
の
集
住
地
で
あ
る
長
崎
、
神
戸
、
横
浜
等
の
中
華
街
（
南
京
街
）

で
は
、
彼
ら
の
商
売
繁
盛
等
の
祈
願
す
る
神
霊
と
し
て
関
帝
に
対
す
る
厚
い
信
仰
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
戸
・
横
浜
に
は
関
帝
廟
が
建
立
さ
れ
、
長
崎
で
は
、
近
世

期
に
開
創
さ
れ
た
崇
福
寺
を
は
じ
め
と
す
る
唐
寺
に
関
帝
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

関
帝
と
と
も
に
多
く
の
華
僑
華
人
の
信
仰
を
受
け
る
の
は
、
航
海
安
全
を
約
す
る

女
神
媽
祖
神
で
あ
る
。
長
崎
に
は
唐
寺
内
に
媽
祖
堂
が
建
ち
、
神
戸
に
は
関
帝
廟
内

に
祀
ら
れ
て
お
り
、横
浜
で
は
二
〇
〇
六
年（
平
成
一
八
）に
媽
祖
廟
が
建
立
さ
れ
た
。

関
帝
誕
・
媽
祖
誕
等
の
年
中
行
事
に
お
い
て
は
、
華
僑
華
人
が
三
牲
（
豚
（
猪
）・

鶏
・
魚
）
等
の
供
物
を
捧
げ
祈
願
す
る
点
で
、
長
崎
、
神
戸
、
横
浜
共
通
し
て
い
る

が
、
長
崎
の
唐
寺
で
は
、
僧
侶
に
よ
る
黄
檗
宗
の
儀
軌
に
基
づ
く
法
要
が
行
わ
れ
る

こ
と
な
ど
、
各
地
域
で
の
差
異
も
見
ら
れ
る
。

横
浜
の
中
華
建
築
の
壮
麗
な
横
浜
関
帝
廟
・
媽
祖
廟
に
は
、
平
生
で
も
多
く
の
観

光
客
を
含
む
参
拝
者
が
訪
れ
る
が
、
長
崎
、
神
戸
、
横
浜
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
イ

ベ
ン
ト
化
さ
れ
た
伝
統
の
正
月
行
事
〝
春
節
祭
〞
に
は
獅
子
舞
や
舞
踊
を
は
じ
め
と

す
る
中
華
の
伝
統
（
的
）
芸
能

）
1
（

が
披
露
さ
れ
、
期
間
中
数
万
を
超
え
る
観
光
客
が
訪

れ
る
。

本
稿
は
、
日
本
に
お
け
る
外
国
（
人
）
の
伝
統
文
化
の
実
態
と
特
質
に
つ
い
て
の

一
考
察
と
し
て
、
華
僑
華
人
の
信
仰
、
祭
祀
と
、
そ
の
現
代
的
な
変
容
と
し
て
、
観

光
活
用
等
に
注
目
し
て
検
討
す
る
論
考
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
戦
後
、
一
九
四
九
年
に
、
共
産
党
政
権
に
よ
り
、
北
京
を
首
都
と
し

て
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
国
と
、
台
湾
を
領
す
る
中
華
民

国
と
が
実
質
的
に
分
裂
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
在
日
華
僑
も
、
大
陸
政

府
派
と
国
民
党
（
台
湾
）
政
府
派
と
の
間
に
対
立
や
葛
藤
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

横
浜
に
は
中
華
学
校
と
し
て
、
中
華
人
民
共
和
国
系
の
横
浜
山
手
中
華
学
校
と
台
湾

（
中
華
民
国
）系
の
横
濱
中
華
學
院
と
が
存
す
る
の
は
、そ
の
顕
著
な
様
態
で
あ
る
が
、

両
者
の
対
立
は
関
帝
廟
の
祭
祀
と
い
っ
た
信
仰
に
関
わ
る
活
動
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
政
治
的
な
状
況
―
日
本
・
中
国
・
台
湾
の
関
係
―
を
も
考

慮
し
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
華
僑
華
人
の
信
仰
・
祭
祀
の
現
代
の
状
況
に
つ
い
て
も

考
え
る
。
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一
、菩
薩
上
げ
―
長
崎
に
お
け
る
媽
祖
信
仰
と
祭
祀

現
代
に
続
く
、
日
本
の
華
僑
華
人
社
会
の
う
ち
、
も
っ
と
も
長
い
歴
史
を
有
す
る

の
は
長
崎
で
、
近
世
の
鎖
国
時
代
、
日
清
交
易
に
よ
り
唐
船
に
よ
り
訪
れ
た
清
国
人

の
居
留
地
唐
人
屋
敷
や
、
唐
寺
に
始
ま
る
。

清
代
の
長
崎
と
の
関
係
は
、
浙
江
・
寧
波
・
福
建
・
広
東
等
か
ら
の
民
間
商
人
と

の
交
易
で
、
同
時
代
、
琉
球
国
が
清
に
朝
貢
し
、
国
交
を
結
ん
で
の
交
易
を
行
っ
た

の
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。

彼
ら
清
国
商
人
の
交
易
圏
は
、
東
ア
ジ
ア
の
み
で
な
く
、
イ
ン
ド
か
ら
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
シ
ャ
ム
等
、
東
南
ア
ジ
ア
に
ま
で
広
域
に
及
ん
だ
が
、
唐
船

は
、風
を
動
力
と
し
て
走
る
大
型
帆
船
（
ジ
ャ
ン
ク
船
）
で
台
風
・
嵐
等
に
よ
り
遭
難
、

漂
流
、
破
船
す
る
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
満
州
族
の
建
国
し
た
清
朝
は
、

台
湾
を
拠
点
と
し
て
漢
族
に
よ
る
民
国
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
鄭
氏
政
権
に
対
抗
す

る
た
め
渡
航
を
禁
ず
る
海
禁
策
を
一
六
八
四
年
（
康
煕
二
三
）
ま
で
敷
き
、
す
な
わ

ち
こ
の
間
の
清
国
か
ら
の
船
は
役
人
の
厳
し
い
監
視
の
目
を
潜
り
抜
け
て
出
港
し
て

く
る
密
貿
易
船
で
あ
り
、
ま
た
、
海
上
で
は
同
国
人
及
び
オ
ラ
ン
ダ
・
日
本
等
の
海

賊
の
危
機
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
苦
難
に
満
ち
た
航
海
を
強
行
し
た
の
は
、
外
国
と
の
商
売
が
彼
ら
に
莫

大
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
唐
船
に
は
媽
祖
像
が
安
置
さ
れ
、
航
海

中
、
船
上
で
は
日
々
、
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
、
媽
祖
へ
の
祭
祀
が
営
ま
れ
た

）
2
（

。

唐
船
は
、
長
崎
港
に
到
着
す
る
と
碇
を
下
ろ
し
、
梯
舟
に
荷
を
積
ん
で
港
に
運
び

込
み
、
荷
を
解
い
て
商
品
と
な
る
積
荷
の
検
査
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
彼
ら
の
出
身
地
、
航
海
の
状
況
、
清
国
の
国
情
に
つ
い
て
聴
取
を
受
け
た
後
、

唐
人
屋
敷
に
赴
き
、
居
留
す
る
が
、
信
仰
上
、
重
要
な
の
は
、
船
に
安
置
さ
れ
て
い

た
媽
祖
像
を
降
ろ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。『
華
夷
通
商
考
』
巻
二
「
四
川
省
」
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
り
、
長
崎
を
訪
れ
る
唐
人
が
、
媽
祖
を
観
音
の
化
身
と
信
仰
し
、「
天

妃
」「
聖
母
」
と
崇
め
、「
菩
薩
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
、
港
に
入
り
、
他
の
唐
船
と

出
逢
う
と
、
そ
の
先
後
に
よ
り
、
礼
旗
の
上
げ
下
ろ
し
に
よ
っ
て
、
互
い
に
譲
り
合

う
作
法
が
あ
っ
た
こ
と
、
積
荷
を
港
に
運
び
込
ん
だ
後
、
媽
祖
像
を
船
よ
り
下
ろ
し
、

ま
た
出
帆
の
際
に
は
媽
祖
像
を
船
に
安
置
す
る
が
、
媽
祖
を
捧
げ
運
ぶ
道
す
が
ら
、

金
鼓
を
叩
き
鳴
し
、
ラ
ッ
パ
を
吹
き
鳴
ら
し
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
ニ
來
ル
唐
人
船
菩
薩
ト
號
ス
ル
ハ
第
一
媽マ

ツ

祖ソ
ウ

ナ
リ
、
姥ノ

フ
マ媽

共
號
ス
。
本

福
建
興
化
ノ
林
氏
ノ
女
、
大
海
ニ
沒
シ
テ
神
ト
成
、
神
異
靈
現
ニ
シ
テ
渡
海
ノ

船
ヲ
護
ル
、
天
妃
ノ
尊
號
ヲ
諡
ス
、
又
ハ
聖
母
ト
號
ス
。
觀
世
音
ノ
化
身
ト
云
。

（
中
略
）
又
觀
音
ヲ
信
ズ
ル
者
多
シ
、
長
崎
ニ
來
ル
唐
船
津
口
ニ
テ
必
ズ
石
火

矢
ヲ
放
ツ
。
碇
ヲ
入
レ
バ
必
ズ
金
鼓
ヲ
鳴
シ
テ
祝
ク
ナ
リ
。
津
内
ニ
類
船
ア
レ

バ
、
禮
簱
ノ
上
ゲ
下
シ
ニ
、
必
ズ
先
ニ
到
レ
ル
處
ノ
船
ニ
禮
讓
シ
テ
後
、
金
鼓

ヲ
鳴
シ
テ
禮
簱
ヲ
納
ム
ル
法
ナ
リ
。
又
同
津
ノ
中
一
船
荷
役
ノ
後
、
菩
薩
ヲ
船

ヨ
リ
下
シ
、
又
ハ
キ
帰
帆
ノ
時
、
菩
薩
ヲ
乗
ス
ル
事
ア
レ
バ
、
最
モ
路
次
ス
ガ

ラ
金
鼓
ヲ
鳴
シ
、
喇
叭
吹
事
ナ
リ
。
既
ニ
其
船
ニ
到
リ
ヌ
レ
バ
、
湊
中
ノ
類
船

盡
ク
金
鼓
ヲ
鳴
ス
事
、
三
々
九
遍
、
帰
帆
既
ニ
碇
ヲ
揚
、
石
火
矢
ヲ
放
チ
、
金

鼓
ヲ
鳴
ス
ト
キ
モ
、
湊
中
ノ
類
船
皆
各
三
々
九
遍
ノ
金
鼓
ヲ
鳴
シ
テ
出
帆
ヲ
祝

フ
ノ
禮
法
ア
リ
。
唐
土
ノ
風
俗
ナ
リ
。

『
華
夷
通
商
考
』
に
は
、こ
う
し
た
慣
行
は
清
の
風
習
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、金
鼓
、

ラ
ッ
パ
の
音
楽
を
奏
し
、異
国
の
装
束
で
、上
に
傘
を
翳
し
た
媽
祖
を
捧
げ
、「
天
后
」

「
聖
母
」
と
書
か
れ
た
提
灯
を
持
っ
た
役
が
先
導
し
て
、
長
崎
の
街
中
を
行
列
す
る

彼
ら
の
様
子
は
、『
長
崎
名
勝
図
絵
』「
唐と

う
じ
ん人

奉ぼ
さ
あ
げ

天
妃
」
や
『
長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図

絵
』「
菩
薩
祭
」、『
唐
館
図
蘭
館
図
絵
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
奏
楽
に
も
意

匠
に
も
日
本
人
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
珍
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
閩
省
水
師
各
標
鎮
協
栄
戦
哨
船
隻
図
説
』（
清
代
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
蔵
） 

に
図
解
さ
れ
た
唐
船
図
に
は
、
船
体
内
に
媽
祖
像
を
納
め
祀
る
「
媽
祖
龕
」
が
図
示

さ
れ
て
お
り）

3
（

、
ま
た
、
後
方
に
は
「
媽
祖
旗
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
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と
が
で
き
る
。

こ
の
媽
祖
龕
よ
り
、
日
本
に
停
泊
中
、
媽
祖
を
下
ろ
し
、
居
留
地
と
な
る
唐
人
屋

敷
、あ
る
い
は
唐
寺
に
安
置
さ
れ
、彼
ら
の
長
崎
滞
在
中
、祀
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
長

崎
名
勝
図
絵
』
に
は
、
長
崎
の
市
中
を
、『
唐
人
屋
敷
景
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

蔵
）【
図
1
、
2
】
に
は
、
唐
人
屋
敷
内
を
行
列
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

清
国
の
商
人
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
福
建
、
上
海
、
浙
江
、
広
東
、

台
湾
等
を
主
た
る
出
港
地
と
し
、
来
日
後
も
同
郷
者
ど
う
し
の
結
び
つ
き
が
強
く
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
唐
寺
が
、
同
郷
者
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
商
売
を
中
心
と
す
る
交
流

の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

・
崇
福
寺
（
福
州
寺
）
…
福
建
省
、
北
部

・
興
福
寺
（
南
京
寺
）
…
上
海
、
浙
江
省

・
福
済
寺
（
泉
州
寺
（
漳
州
寺
））
…
福
建
省
南
部
、
台
湾

・
聖
福
寺
…
広
東
省

唐
寺
が
建
立
さ
れ
た
の
は
、
日
本
側
の
事

情
と
し
て
は
、
江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
対

策
を
目
的
と
す
る
寺
請
制
度
に
よ
る
も
の

で
、
清
か
ら
の
商
人
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
い

る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
崇
福
寺
・
興
福
寺
・
福
済
寺
の
三
寺
は
、

一
六
五
四
年
（
承
応
三
）、
福
建
か
ら
隠
元

禅
師
が
、
鄭
成
功
の
仕
立
て
た
船
に
よ
っ
て

長
崎
よ
り
来
日
し
て
以
降
、黄
檗
宗
と
な
り
、

ま
た
聖
福
寺
は
、
隠
元
の
孫
弟
子
鉄
心
道
胖

を
開
山
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
四
寺
を
中
心
に
同
じ
出
身
者
同
士

の
相
互
扶
助
組
織
で
あ
る
「
帮
」
が
、
近
世

中
期
（
一
六
五
〇
年
頃
）
ま
で
に
形
成
さ
れ

図1　『唐人屋敷景』
　　　（近世、元禄以前、国立歴史民俗博物館蔵 H-25）

図2　『長崎名勝図絵』（近世）祖行列の模様

若干手彩色の単色に近い版画　　冨嶋屋文治右衛門板
（長崎県立図書館所蔵のものは文錦堂板）　余白に「元
禄元年清国商船ヲ限リ七拾艘ト為ス」と墨書あり　　　
唐人屋敷の様子がかなり詳細に描かれ、日本と中国の
交渉の一端をうかがい知る資料。元禄二年に在留中国
人は長崎の一定区域に居住させられるようになった。
本図はその様子をよく示している。大門の周辺を除い
て館内（居留地）はカラタチの生垣に囲まれ、その中
にさらに塀が囲らされている。カラタチと塀の間は空
壕になっており、容易に出入りができないようになっ
ている。中央下部の行列は菩薩あげ（入船祭）の行列
である。その外、外部から館内に入っている遊女、桶
を肩にした物売りなどが描かれている。

た
が
（
崇
福
寺
の
三
山
帮
、
興
福
寺
の
三
江
帮
、
福
済
寺
の
漳
州
帮
、
聖
福
寺
の
広

州
帮

）
4
（

）、
福
州
の
出
身
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
「
三サ

ン
サ
ン
コ
ン
パ
ン

山
公
帮
」
は
、
長
崎
に

お
け
る
現
存
す
る
唯
一
の
帮
で
あ
る
。「
三
山
」
と
は
福
州
を
意
味
す
る
語
で
、「
三

山
公
帮
」
は
、
長
崎
華
僑
の
中
で
も
旧
福
州
府
出
身
者
の
、
主
と
し
て
、
崇
福
寺
の

行
事
に
奉
仕
す
る
祭
祀
組
織
で
あ
る
が
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
福
州
帮
は
一
六
二
九

年
に
創
設
さ
れ
、
一
八
五
〇
年
に
福
建
帮
に
な
り
、
さ
ら
に
一
八
七
八
年
（
明
治

一
一
）、
大
浦
に
清
国
領
事
館
が
開
設
さ
れ
た
約
二
〇
年
後
、
一
八
九
九
年
（
明
治

三
二
）
に
「
三
山
公
帮
」
と
な
り
、
日
中
戦
争
、
第
二
次
大
戦
の
両
国
の
関
係
の
悪

化
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
現
在
に
続
い
て
い
る
。

崇
福
寺
で
は
、
現
在
、
三
山
公
帮
に
よ
り
、
旧
暦
三
月
の
媽
祖
誕
の
ほ
か
、
元
宵

節
（
旧
暦
正
月
）、
普
度
蘭
盆
勝
会
（
旧
暦
七
月
）
等
が
伝
承
さ
れ
、
僧
侶
に
よ
る

法
要
も
営
ま
れ
て
い
る
。
媽
祖
へ
は
、
寺
院
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
に
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お
い
て
三
牲
（
豚
（
猪
）・
鶏
・
魚
）
を
は
じ
め
と
す
る
供
え
が
、
三
山
公
帮
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
【
図
3
】（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
五
年
、松
尾
の
調
査
に
基
づ
く
）。

崇
福
寺
以
外
の
唐
寺
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
の
華
僑
が
ほ
と
ん
ど
消
失
し
た
。

清
朝
商
人
と
の
交
易
の
窓
口
と
な
っ
て
い
た
長
崎
に
は
、
崇
福
寺
以
外
に
、
上
海
・

浙
江
省
出
身
の
華
僑
の
拠
点
と
な
っ
た
興
福
寺
（
南
京
寺
）、
福
建
省
南
部
・
台
湾

の
華
僑
の
拠
点
と
な
っ
た
福
済
寺
（
泉
州
寺
（
漳
州
寺
））、
広
東
省
出
身
の
華
僑
の

拠
点
と
な
っ
た
聖
福
寺
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
崇
福
寺
を
含
め
て
「
唐
寺
四
福
寺
」
と

総
称
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
に
開
国
後
、
福
建
福
清
の
華
僑
以
外
は
、

よ
り
大
き
な
商
売
が
で
き
る
と
考
え
て
神
戸
や
横
浜
に
移
住
し
、
あ
る
い
は
日
中
戦

争
・
第
二
次
世
界
大
戦
等
、
日
中
関
係
の
悪
化
時
に
帰
国
し
、
こ
の
こ
と
よ
り
、
崇

福
寺
に
奉
仕
し
た
三
山
公
帮
以
外
は
、
華
僑
檀
家
は
ほ
ぼ
消
失
し
た
。
三
山
公
帮
が

現
在
ま
で
存
続
し
た
の
は
、
彼
ら
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
主
に
反
物
行
商
に
従
事

図3　崇福寺普度蘭盆勝会において、福建華僑の同郷会
　　　“三山公帮”が調備して捧げられる媽祖神への供
　　　物。左の神像は千里眼、右は順風耳。
　　　（撮影：松尾、2015 年 9月）

近
現
代
の
中
国
の
民
間
祭
祀
が
、
崇
福
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る

）
5
（

。

二
．長
崎
華
僑
の
戦
前
・
戦
後
と
社
会
復
興
―
華
僑
文
化
の
観
光
活
用

春
節
を
観
光
行
事
化
し
た
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
現
在
、
長
崎
市
を
主

体
と
す
る
一
大
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
母
胎
と
な
っ
た
の
は
、
新

地
中
華
街
の
春
節
祭
で
あ
っ
た
。
二
週
間
に
及
ぶ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
崇
福
寺
に

お
け
る
旧
暦
正
月
十
五
日
の
元
宵
節
を
最
終
日
と
し
て
終
結
す
る
。開
催
費
と
し
て
、

長
崎
市
他
か
ら
の
約
一
億
円
の
支
援
を
受
け
、
本
期
間
一
六
日
間
だ
け
で
一
〇
〇
万

人
超
の
来
場
、
約
一
〇
〇
億
円
の
経
済
効
果
を
生
む
（
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
）

長
崎
市
観
光
統
計
）、
伝
統
行
事
の
観
光
活
用
、
経
済
的
な
成
功
の
代
表
例
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
が
、
崇
福
寺
の
媽
祖
祭
祀
〝
天
上
聖
母
生
誕
（
媽
祖

誕
）〞、
先
祖
供
養
の
〝
普
度
蘭
盆
勝
会
（
通
称
「
ポ
ー
ル
」）〞
等
、
近
世
以
来
の

華
僑
の
伝
統
行
事
も
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
な
さ
れ
、
華
僑
や
檀
信
徒
だ
け
で
な
く
、

観
光
客
を
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）、
長
崎
へ
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
原
爆
投
下
は
長
崎
に

壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
が
、
こ
の
前
年
（
一
九
四
四
）
よ
り
、
三
菱
造
船
所
な
ど

が
置
か
れ
た
長
崎
は
攻
撃
目
標
と
な
り
、
B
29
、
B
24
、
B
25
等
に
よ
る
一
回
に
数

十
〜
一
〇
〇
ト
ン
超
の
爆
弾
の
投
下
に
よ
る
、
五
回
も
の
空
襲
を
受
け
、
一
度
に
数

十
〜
数
百
の
死
傷
者
・
行
方
不
明
者
、
数
十
〜
百
戸
超
の
全
半
壊
の
被
害
を
受
け
て

い
る
。

原
爆
投
下
後
、
家
を
焼
失
し
、
被
災
し
た
華
僑
は
、
崇
福
寺
を
避
難
所
と
し
た
と

い
う
（
長
崎
華
僑
か
ら
の
聞
き
取
り
に
基
づ
く
）。
崇
福
寺
境
内
に
は
、
普
度
蘭
盆

勝
会
を
は
じ
め
、
全
国
よ
り
集
ま
る
福
建
華
僑
が
寝
泊
ま
り
で
き
る
二
階
の
方
丈
が

建
て
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
家
屋
に
く
ら
べ
て
堅
牢
な

堂
舎
、
宗
教
施
設
が
、
戦
争
時
の
被
災
者
の
緊
急
避
難
所
と
し
て
解
放
、
活
用
さ
れ

た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

現
代
の
高
齢
の
華
僑
に
は
こ
う
し
た
苦
境
を
自
身
で
経
験
し
、
あ
る
い
は
祖
父
母

し
た
福
建
福
清
の
華
僑
は
、
広
東

出
身
の
華
僑
に
く
ら
べ
て
比
較
的

貧
し
く
、
神
戸
・
横
浜
に
移
住
す

る
資
金
を
持
た
ず
、
ま
た
、
五
島

列
島
等
、
長
崎
周
辺
の
地
域
か
ら

長
崎
に
出
稼
ぎ
に
来
る
貧
し
い
日

本
人
女
性
と
結
婚
し
、
家
庭
を
営

む
ケ
ー
ス
も
多
く
、
こ
の
こ
と
よ

り
長
崎
に
お
い
て
定
着
し
た
の
だ

ろ
う
、
と
語
る
長
崎
華
僑
は
多
い
。

崇
福
寺
以
外
の
長
崎
の
唐
寺
に

は
、
媽
祖
へ
の
祭
祀
だ
け
で
な
く
、

華
僑
が
主
体
と
な
る
行
事
は
伝
え

ら
れ
ず
、
三
山
公
帮
と
い
う
同
郷

組
織
が
続
き
、
道
教
的
、
清
代
〜
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の
体
験
を
聞
い
て
い
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。
特
に
華
僑
の
場
合
は
、
戦
後
も
、
祖

国
中
国
の
、
国
民
党
政
府
（
中
華
民
国
、
台
湾
）
と
共
産
党
政
府
（
中
華
人
民
共
和

国
）
と
の
分
裂
と
い
っ
た
政
治
動
向
が
、
彼
ら
の
生
活
、
華
僑
組
織
・
団
体
や
心
意

に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
、
唐
寺
や
孔
子
廟
管
理
、
あ
る
い
は
華
人
学
校
の
運
営
・

教
育
も
こ
う
し
た
影
響
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

在
日
華
僑
の
現
代
に
つ
い
て
は
、
文
化
人
類
学
・
社
会
学
の
立
場
か
ら
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
華
僑
華
人
や
そ
の
文
化
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
注
目
し
た
研
究

や
、
学
校
の
制
度
や
教
育
、
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
教
育
学
か
ら
の
研
究
の
蓄

積
が
あ
る
が

）
6
（

、
本
節
は
、
私
の
、
こ
の
三
年
間
の
七
〇
歳
代
以
上
の
華
僑
の
方
々
か

ら
の
聞
き
取
り
に
基
づ
く
考
察
で
あ
る

）
7
（

。

長
崎
の
戦
後
復
興
、
特
に
経
済
面
で
の
再
生
は
長
崎
県
商
工
経
済
会
が
主
導
し
た

が
）
8
（

、
長
崎
華
僑
の
商
売
再
建
の
上
で
、
大
き
な
力
を
果
た
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
特
配
（
特
別
配
給
）
で
あ
っ
た
、
と
記
憶
す
る
華
僑
は
少
な
く
な
い
。

ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
は
、
日
本
を
敵
国
と
し
た
戦
勝
国
ど
う
し
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
中
国
へ
の
特
別
配
給
が
、
戦
後
一
〜
二
年
間
、
行
わ
れ
、
そ
れ
は
、
日
本
に

在
住
し
た
華
僑
に
対
し
て
も
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
長
崎
だ
け
で
な
く

横
浜
華
僑
か
ら
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
（
横
浜
華
僑
か
ら
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
、

横
浜
で
の
父
親
が
広
東
出
身
の
二
世
華
僑
か
ら
の
、
松
尾
に
よ
る
聞
き
取
り

）
9
（

）。

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
よ
る
華
僑
へ
の
配
給
物
資
は
、
小
麦
・
砂
糖
・
綿
布
・
衣
料

品
等
生
活
必
需
品
で
、
特
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
等
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
珍
し
く
、
嬉

し
か
っ
た
と
い
う
。
長
崎
で
は
、
特
配
は
、
中
華
学
校
で
あ
る
時
中
小
学
校
の
校
庭

で
行
わ
れ
、
ま
た
華
僑
間
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
子
弟
を
時
中
学
校
に
通
学
さ
せ

て
い
る
家
庭
に
の
み
配
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
こ
の
た
め
、
い
っ
と
き
公
立

校
よ
り
時
中
学
校
に
転
校
さ
せ
る
華
僑
の
家
庭
も
あ
っ
た
と
い
う
。

現
在
は
、
貸
店
舗
と
な
っ
て
い
る
、
か
つ
て
中
華
料
理
店
を
一
世
華
僑
で
あ
る
親

（
福
建
出
身
の
父
親
は
来
日
当
初
、
理
髪
業
、
タ
バ
コ
販
売
等
に
従
事
、
母
親
も
福

建
華
僑
）
の
代
か
ら
経
営
し
て
い
た
二
世
の
福
建
華
僑
の
一
人
は
、
米
軍
か
ら
配
給

さ
れ
た
小
麦
に
よ
り
チ
ャ
ン
ポ
ン
玉
を
作
り
、
チ
ャ
ン
ポ
ン
を
店
で
供
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
、
日
本
人
経
営
の
麺
製
造
業
者
や
中
華
料
理
店
に
チ
ャ
ン
ポ
ン
玉
を
分

け
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
語
る
（
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）、
長
崎
生
れ
）。
戦
前
、

特
に
物
資
に
窮
乏
し
た
戦
中
は
、
日
本
の
同
業
者
に
頼
ん
で
チ
ャ
ン
ポ
ン
玉
等
を
融

通
し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
戦
後
の
い
っ
と
き
、
戦
勝
国
と
な
っ
た
こ
と
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
配
給
に
よ
り
日
本
人
よ
り
困
窮
度
が
低
か
っ
た
こ
と
で
、
日
本
人
に
対
し

て
優
位
な
立
場
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
と
い
う
。
彼
ら
は
、
特
に
日
中
間
の
関

係
の
悪
化
と
と
も
に
、
日
常
生
活
の
中
で
も
嫌
な
思
い
を
す
る
こ
と
か
少
な
く
な

か
っ
た
が

）
10
（

、
戦
後
、
優
位
な
立
場
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
特
に
辛
く
あ
た
っ

た
日
本
人
に
対
し
て
仕
返
し
な
ど
し
な
い
よ
う
、
華
僑
ど
う
し
申
し
合
わ
せ
た
と
語

る
。特

に
新
地
で
は
、
中
華
料
理
店
を
再
開
、
あ
る
い
は
新
た
に
開
業
す
る
も
の
も
少

な
く
な
か
っ
た
が
、
中
華
料
理
は
、
日
本
料
理
に
比
べ
て
強
力
な
火
力
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
工
夫
も
あ
っ
た
。
戦
後
の
復
興
期
で
、
建
築
材
か
ら
大
量
の
大
鋸
屑
が

生
じ
、
燃
料
と
し
て
こ
の
大
鋸
屑
が
、
容
易
に
入
手
で
き
た
が
、
大
鋸
屑
に
よ
り
強

い
火
力
を
得
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
克
服
と
し
て
、
竈
に
効
率
よ
く
空
気
を
送

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
中
華
料
理
を
料
理
す
る
の
に
充
分
な
火
力
を
得
る
方
法
を
考

案
し
た
華
僑
が
お
り
、
そ
の
方
法
は
、
少
な
く
と
も
長
崎
華
僑
の
間
に
広
ま
り
、
プ

ロ
パ
ン
等
、
ガ
ス
燃
料
が
普
及
す
る
ま
で
の
間
、
活
用
さ
れ
た
と
い
う
。

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、戦
後
の
新
地
中
華
街
の
振
興
、発
展
の
大
き
な
エ
ポ
ッ

ク
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
）、
新
地
中
華
街
の
風
水
に
基
づ
い

て
東
西
南
北
に
建
立
さ
れ
た
中
華
門
の
完
成
で
あ
る
。
こ
の
二
年
前
、
一
九
八
四
年

（
昭
和
五
九
）
に
「
長
崎
新
地
中
華
街
商
店
街
振
興
組
合
」
が
設
立
さ
れ
る
が
、
こ

の
と
き
新
地
中
華
街
在
住
の
華
僑
の
大
多
数
は
，
福
建
省
福
清
市
と
そ
の
周
辺
出
身

者
の
二
、三
世
で
あ
り
、
そ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
福
州
市
か
ら
屋
根
瓦
等
、
資
材

を
取
り
寄
せ
、
職
人
を
招
い
て
築
造
さ
れ
た
。

東
西
南
北
の
四
至
に
建
立
さ
れ
た
中
華
門
や
、
中
華
風
の
赤
色
の
店
舗
は
中
国
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を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
建
造
物
で
あ
る
が
、
中
華
門
建
立
の
翌
年
、

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）
に
、
建
立
一
周
年
記
念
と
し
て
春
節
祭
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
、
新
地
中
華
街
の
春
節
祭
は
恒
例
行
事
と
な
る
が
（
一
九
八
九
年
（
昭

和
六
四/

平
成
元
）
の
み
は
昭
和
天
皇
の
崩
御
の
た
め
中
止
）、
一
九
九
四
年
（
平

成
六
）
よ
り
長
崎
市
が
参
画
し
、「
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
改
名
し
て
開

催
さ
れ
、
現
在
に
続
い
て
い
る
。

長
崎
市
の
春
節
祭
へ
の
参
画
、
協
力
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の

は
、
こ
の
四
年
前
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
長
崎
旅
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
こ

の
と
き
中
華
門
や
中
国
風
の
庭
園
が
造
ら
れ
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
中
華
大
婚
礼

が
催
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
長
崎
市
の
観
光
客
数
は
例
年
を
五
〇
万
人
以

上
上
回
る
六
二
八
万
人
（
前
年
一
九
八
九
年
は
五
六
八
万
人
、
翌
年
一
九
九
一
年
は

五
五
四
万
人
：「
平
成
25
年
長
崎
市
観
光
統
計
」
に
基
づ
く
）
で
、
大
き
な
成
功
を

収
め
、
こ
う
し
て
、
長
崎
市
が
関
与
、
協
力
し
て
の
、
地
域
の
中
華
文
化
の
活
用
に

大
き
く
踏
み
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

春
節
祭
よ
り
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
変
わ
り
、
長
崎
商
工
会
議
所
会
頭
が

実
行
委
員
長
を
務
め
、事
務
局
は
長
崎
市
観
光
課
に
置
か
れ
る「
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
」
が
主
催
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
新
地
中
華
街

は
、
春
節
祭
の
第
一
回
目
よ
り
五
〇
〇
万
円
の
協
賛
金
を
支
出
し
、
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
な
っ
て
以
降
は
、
長
崎
市
が
六
〇
〇
〇
万
円
、
商
工
会
議
所
会
員
か

ら
の
協
賛
金
と
し
て
約
四
〇
〇
〇
万
円
、
計
約
一
億
円
が
拠
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す

る
利
益
は
約
一
〇
〇
億
円
に
も
及
ぶ
。

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
長
崎
新
地
中
華
街
を
は
じ
め
、
湊
公
園
、
中

央
公
園
、
眼
鏡
橋
周
辺
、
浜
市
・
観
光
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
長
崎
市
内
の
中
心
部

に
約
一
五
、〇
〇
〇
個
に
も
及
ぶ
赤
色
の
中
国
提
灯
や
、
ね
ぶ
た
を
思
わ
せ
る
大
型

ラ
ン
タ
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
飾
ら
れ
、
街
を
彩
る
。

こ
の
大
型
、
人
形
の
ラ
ン
タ
ン
は
、
も
と
台
湾
の
美
術
の
教
師
で
あ
っ
た
林
健
治

氏
に
依
頼
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
中
国
珠
海
の
工
場
で
林
氏
が
製
作

し
て
い
る
。
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）
か
ら
は
、
干
支
を
テ
ー
マ
と
す
る
メ
イ
ン

オ
ブ
ジ
ェ
が
年
ご
と
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、新
た
な
年
を
祝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

期
間
中
に
は
、
新
地
中
華
街
、
及
び
周
辺
を
会
場
と
し
て
、
龍
踊
り
、
中
国
雑
技
、

二
胡
演
奏
な
ど
、
中
華
の
芸
能
が
演
じ
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
テ
ー
マ
と
す
る
媽
祖
信

仰
と
の
関
わ
り
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
期
間
中
、
媽
祖
行
列
が
行
わ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
近
世
に
は
、
唐
船
に
乗
せ
ら
れ
た
媽
祖
を
、
唐
寺
、
あ
る

い
は
唐
人
屋
敷
に
行
列
し
て
運
び
（「
菩
薩
揚
げ
」）、
船
が
長
崎
に
停
泊
中
、
こ
こ

に
安
置
し
、
帰
航
の
際
に
は
、
行
列
し
て
船
に
運
び
、
船
中
の
祭
壇
に
安
置
す
る
祭

儀
（「
菩
薩
乗
せ
」）
が
行
わ
れ
た
。
媽
祖
行
列
は
、
そ
の
、
歴
史
を
再
現
す
る
一
大図 4　2015 年ランタンフェスティバルにおける「土

どじん
神堂・福

建会館・天后堂・観音堂、四堂めぐり」のチラシ（個人蔵）

行
事
で
、菩
薩
揚
げ
は
、

孔
子
廟
を
出
発
地
と
し

て
〔
唐
人
屋
敷
↓
湊
公

園
↓
眼
鏡
橋
↓
興
福

寺
〕
の
道
順
で
、
菩
薩

乗
せ
は
、
逆
の
道
順
で

興
福
寺
よ
り
唐
人
屋
敷

に
戻
る
。
輿
に
乗
せ
ら

れ
担
が
れ
た
媽
祖
に
、

清
代
の
衣
装
に
身
を
包

ん
だ
従
者
か
ら
成
る
華

や
か
な
大
行
列
を
見
よ

う
と
、
道
の
両
側
に
は

見
物
客
が
溢
れ
る
。

媽
祖
神
に
関
わ
る
信

仰
（
的
）
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
ま
た
、
看
過
で
き
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な
い
の
は
、
唐
人
屋
敷
会
場
と
し
て
「
四
堂
め
ぐ
り
」
の
コ
ー
ス
の
案
内
が
掲
げ
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
四
堂
と
は
、
近
世
期
の
唐
人
屋
敷
に
建
て
ら
れ
、
近
代
に
再
建

さ
れ
た
土ど

神じ
ん

堂
・
福
建
会
館
・
天
后
堂
・
観
音
堂
の
こ
と
で
、
こ
の
順
に
各
堂
を
訪
れ
、

祭
神
に
中
華
風
の
太
い
赤
蝋
燭
を
灯
し
て
祈
り
巡
る
も
の
で
あ
る
【
図
4
】。「
四
堂

め
ぐ
り
」
は
、日
本
の
七
福
神
巡
り
等
の
巡
拝
よ
り
考
案
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、

唐
人
屋
敷
の
復
興
と
観
光
活
用
を
目
指
し
た
期
間
中
の
催
し
で
あ
る
。

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
よ
り
離
れ
る
が
、
媽
祖
と
長
崎
の
伝
統
行
事
と
の
関

わ
り
と
し
て
看
過
で
き
な
い
の
は
、
長
崎
く
ん
ち
に
お
け
る
「
唐
船
祭
」
で
あ
る
。

踊
町
の
ひ
と
つ
元
船
町
の
演だ

し
物
で
あ
る
が
、作
り
物
の
唐
船
に
は
媽
祖
の
ほ
か
に
、

船
首
に
は
媽
祖
に
使
え
る
千せ

ん
り
が
ん

里
眼
・
順じ

ゅ
ん
ぷ
う

風
耳じ

の
二
神
も
乗
せ
ら
れ
、
航
海
安
全
を

期
し
て
渡
海
し
た
様
相
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
元
船
町
は
、
一
九
〇
四
年
に
大
波
止

海
岸
前
の
海
を
埋
め
立
て
て
作
ら
れ
た
町
で
、
長
崎
港
開
港
当
時
は
、
唐
蘭
船
の
寄

港
す
る
大
き
な
波
止
場
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
由
来
す
る
町
名
で
あ
る
。
奉
納
踊
り

で
は
、「
唐
船
祭
」
と
し
て
、
清
代
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
子
ど
も
に
よ
る
明
清
楽
の

舞
が
披
露
さ
れ
て
、
異
国
情
緒
が
人
々
を
喜
ば
せ
る
。

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
信
仰
の
観
光
活
用
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
月
下
老
人
の
ラ
ン
タ
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
で
あ
る
。
月
下
老
人
は
、
中
国
で
男
女

を
結
び
つ
け
る
縁
結
び
の
神
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
脇
に
は
、
期
間
中
に
売
ら
れ
る
、

男
女
を
結
び
つ
け
る
と
さ
れ
る
赤
い
糸
（
中
国
で
は
「
赤
縄
」）
が
売
ら
れ
、
買
っ

た
人
々
は
赤
い
糸
に
祈
り
を
込
め
て
、
月
下
老
人
の
脇
に
結
ん
で
ゆ
く
。
こ
の
赤
い

糸
は
崇
福
寺
で
、
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最
終
日
と
な
る
元
宵
節
に
お
い
て

僧
侶
に
よ
る
お
焚
き
上
げ
が
さ
れ
て
、
祈
り
が
天
に
届
け
ら
れ
る
。

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
春
節
祭
を
核
と
し
て
、
市
か
ら
の
大
き
な
資
金

援
助
を
受
け
て
、
中
華
文
化
に
基
づ
く
現
代
的
な
、
あ
る
い
は
、
媽
祖
行
列
と
い
っ

た
歴
史
を
再
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
連
日
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
、
元
宵
節
と
い
っ
た

近
世
来
の
華
僑
が
伝
え
て
き
た
伝
承
儀
礼
も
組
み
込
ま
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
し
て
定

着
し
て
い
る
。

図5　『長崎古今集覧名勝図絵』近世の長崎のベーロン

図6　現代の観光行事として開催される港祭り
　　　におけるベーロン（撮影：松尾、2014年7月）

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
あ
る
い
は
、
近
世
に
清
よ
り
伝
え
ら
れ
た
龍
船
競

争
〝
ベ
ー
ロ
ン
〞
を
観
光
行
事
化
し
た
港
祭
り
【
図
5
、
6
】
等
は
、
新
地
中
華
街

商
店
街
振
興
組
合
や
商
工
会
、
長
崎
市
等
の
大
き
な
経
済
支
援
と
ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
組
織
す
る
運
営
に
支
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
一
方
、

福
建
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と
し
て
機
能
し
て
き
た
普
度
蘭
盆
勝
会
等
の
崇
福
寺
の
祭

祀
は
、
近
世
よ
り
継
続
す
る
福
建
華
僑
の
組
織
「
三サ

ン
サ
ン
コ
ン
パ
ン

山
公
帮
」
を
中
心
と
す
る
、
華

僑
の
信
仰
と
熱
意
が
支
え
続
け
、
現
在
な
お
、
九
州
諸
地
域
だ
け
で
な
く
、
全
国
各

地
の
福
建
、
特
に
福
清
出
身
の
華
僑
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る

）
11
（

。

三
、現
代
、日
本
列
島
に
お
け
る
媽
祖
と
日
中
台
関
係

列
島
内
の
外
国
人
と
そ
の
子
孫
た
ち
に
よ
る
伝
統
の
継
承
と
、
そ
の
歴
史
が
、
地

域
の
観
光
資
源
と
し
て
再
編
さ
れ
る
様
相
、
戦
後
の
、
商
業
的
な
発
展
に
貢
献
し
た

歴
史
、
文
化
の
活
用
の
現
在
を
辿
っ
て
き
た
が
、
現
代
の
国
際
関
係
の
な
か
で
、
政



480

国立歴史民俗博物館研究報告
第 205集　2017年 3月

治
的
な
状
況
と
関
わ
っ
て
眼
前
に
現
れ
る
信
仰
や
宗
教
を
背
景
と
す
る
表
象
に
も
注

目
し
た
い
。

二
〇
一
〇
年
九
月
、
尖
閣
列
島
沖
で
、
中
国
漁
船
の
違
法
操
業
の
、
海
上
保
安
庁

に
よ
る
取
り
締
ま
り
（
尖
閣
諸
島
中
国
漁
船
衝
突
事
件
）
を
契
機
と
し
て
、
本
諸
島

を
め
ぐ
る
日
中
台
の
帰
属
問
題
が
浮
上
し
、
現
在
に
続
い
て
い
る
。

日
本
は
、
こ
の
二
年
後
、
私
有
地
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
た
尖
閣
列
島
を
買
い
取

り
、
国
有
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
領
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
中
国
・
台
湾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
領
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
続
け
、
特
に

二
〇
一
二
年
九
月
、
中
国
国
内
の
大
都
市
（
四
川
省
成
都
、
山
東
省
、
広
東
省
等
）

で
は
、
大
規
模
な
市
民
に
よ
る
反
日
デ
モ
が
起
こ
り

）
12
（

、
日
系
・
日
本
資
本
の
店
舗
や
、

工
場
等
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、
日
本
国
内
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
、
多

く
の
日
本
人
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
そ
の
後
も
、
尖
閣
列
島
の
領
有
を
め

ぐ
る
両
国
の
政
府
レ
ベ
ル
の
抗
議
や
海
洋
で
の
軍
事
的
活
動
は
続
い
て
い
る
が
、
民

間
レ
ベ
ル
、一
般
人
（
と
称
す
る
人
々
、団
体
）
に
よ
る
抗
議
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
抗
議
活
動
の
な
か
で
、
媽
祖
神
を
奉
じ
て

の
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。『
人
民
網
日
本
語
版
』（
中
国
共
産
党
中
央
委
員

会
の
機
関
紙
『
人
民
日
報
』
で
知
ら
れ
る
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
人
民
日
報
社
が
配
信

す
るw

eb-site

）
二
〇
一
三
年
一
月
二
四
日
・
二
八
日
は
（http://j.people.com

.

cn/94474/8106052.htm
l

／http://j.people.com
.cn/94474/8110636.htm

l

、

二
〇
一
五
年
九
月
三
〇
日
、
松
尾
披
見
）、
台
湾
中
央
社
の
報
道
や
台
湾
行
政
院
海

岸
巡
防
署
、深
澳
安
全
検
査
所
長
へ
の
取
材
に
基
づ
い
て
、台
湾
の
「
中
華
保
釣
（
釣

魚
島
防
衛
）
協
会
」
の
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
政
治
活
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
。

本
協
会
は
、
台
湾
漁
師
の
安
全
を
加
護
す
る
神
霊
と
し
て
媽
祖
像
を
釣
魚
島
（
尖

閣
諸
島
の
中
国
語
名
）
に
安
置
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
台
湾
「
海
岸
巡
防
署
」
の
安

全
検
査
を
経
て
、
二
四
日
午
前
一
時
過
ぎ
に
漁
船
「
全
家
福
号
」
で
瑞
芳
区
の
深
澳

漁
港
を
出
港
し
た
。
全
家
福
号
に
乗
っ
た
の
は
、
中
華
保
釣
協
会
の
理
事
長
や
釣
魚

島
防
衛
活
動
家
等
数
名
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
の
船
員
一
人
等
で
あ
っ
た
。

船
に
は
、
人
民
日
報
社
の
記
者
一
人
も
乗
り
こ
み
、
彼
ら
が
、
自
身
の
活
動
の
始
終

を
台
湾
・
大
陸
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
結

果
、
彼
ら
の
目
的
は
、
海
洋
で
の
日
本
の
防
衛
の
も
と
達
成
で
き
ず
、
損
壊
し
た
媽

祖
を
安
置
し
た
小
祠
と
と
も
に
台
湾
に
戻
っ
た
（w

eb-site

に
は
、
そ
の
出
港
か
ら

帰
港
に
至
る
光
景
、
損
壊
し
た
媽
祖
祠
を
乗
せ
て
険
し
い
表
情
で
、
深
澳
漁
港
に
帰

着
し
た
光
景
等
々
を
撮
影
し
た
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
が
、
政
治
的
な
目
的
の
も
と
に
信
仰
的
な
表
象
の
活
用

を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
現
実
の
地
域
・
空
間
に
お
け
る
社
会
活
動
、
特
に

生
活
を
成
り
立
た
せ
る
経
済
活
動
の
表
象
と
し
て
、
宗
教
施
設
の
管
理
の
権
限
、
祭

祀
の
実
行
が
、
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）、
横
浜
中
華
街
で
は
、
台
湾
の
華
僑
総
会
事
務
所
や

関
帝
廟
の
管
理
を
、
大
陸
派
の
華
僑
総
会
が
明
け
渡
す
こ
と
を
求
め
る
訴
訟
が
起
こ

さ
れ
、
裁
判
が
一
〇
年
に
も
及
び
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）、
原
告
大
陸
派
の
華

僑
総
会
の
取
り
下
げ
に
よ
っ
て
終
結
し
た

）
13
（

。

こ
の
一
〇
年
の
間
に
は
、
二
〇
一
三
年
、
東
京
大
久
保
に
、
日
本
媽
祖
会
に
よ
り

台
湾
華
僑
・
在
日
台
湾
人
の
交
流
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
四
階
建
て

の
「
東
京
媽
祖
廟
」
が
建
立
さ
れ
た
。
主
神
媽
祖
は
、
三
階
に
福
建
泉
州
天
后
宮
よ

り
分
霊
し
た
媽
祖
神
と
関
帝
君
、
二
階
に
台
湾
北
港
朝
天
宮
よ
り
分
霊
し
た
媽
祖
神

が
安
置
さ
れ
、
そ
の
一
階
は
、
主
と
し
て
台
湾
華
僑
の
交
流
の
た
め
の
仕
事
を
行
う

事
務
所
と
な
っ
て
い
る
。

一
〇
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
落
慶
の
祝
賀
の
模
様
は
、
日
本
語
版
『
台
湾
新
聞
』

（
台
湾
新
聞
社
、
東
京
）
二
〇
一
三
年
一
一
月
四
日
号
（
No.
一
九
九
）
に
伝
え
ら
れ
、

沈
斯
淳
台
湾
駐
日
代
表
、詹
徳
薫
東
京
媽
祖
廟
会
長
等
の
祝
辞
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

沈
台
湾
駐
日
代
表
は
、
台
湾
人
の
信
仰
の
上
で
の
媽
祖
神
の
重
要
性
を
述
べ
、
詹
東

京
媽
祖
廟
会
長
は
、
媽
祖
廟
の
建
立
さ
れ
た
大
久
保
が
「
台
湾
街
」
あ
る
い
は
「
媽

祖
街
」
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。
彼
ら
の
言
葉
に
は
、
台
湾
出
身
の
華
僑
の
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日
本
に
お
け
る
活
動
、
活
躍
が
第
一
に
述
べ
ら
れ
、
信
仰
を
共
有
す
る
大
陸
出
身
の

華
僑
の
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
ず
、
現
在
の
国
際
関
係
の
枠
組
み
、
台-

中
の
関
係
を

背
景
と
し
て
、
異
国
に
お
け
る
宗
教
（
的
な
）
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い

え
る
。

日
本
媽
祖
会
は
、
二
〇
一
三
年
に
、
台
湾
を
訪
問
し
、
馬
英
九
総
統
に
面
会
し
て

い
る
が
、
こ
の
折
、
馬
総
統
は
次
の
よ
う
に
、
台
湾
と
中
国
・
日
本
と
の
経
済
面
で

の
交
流
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

三
年
前
に
台
湾
と
中
国
大
陸
が
『
両
岸
経
済
協
力
枠
組
み
協
議
』（ECFA

）

に
調
印
し
た
後
、
台
湾
で
生
産
さ
れ
た
製
品
を
中
国
大
陸
へ
輸
出
す
る
際
に
関

税
面
で
優
遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
と
台
湾
の
協
力
に
有
利
な
条
件
が
創

出
さ
れ
、日
本
と
台
湾
が
『
投
資
保
障
協
議
』
の
調
印
に
至
っ
た
」
と
指
摘
し
、

ま
た
、
今
年
四
月
一
〇
日
に
わ
が
国
と
日
本
が
調
印
し
た
『
台
日
漁
業
協
議
』

が
、
四
〇
年
に
及
ぶ
双
方
の
漁
業
問
題
を
一
段
落
さ
せ
た
」
と
の
認
識
を
示
し

た
。

（
中
華
民
国
（
台
湾
）
外
交
部
発
行
『
台
湾
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
一
三
年
七
月
二
五
日

「
馬
英
九
総
統
が
「
日
本
媽
祖
会
」
帰
国
訪
問
団
一
行
と
会
見
」http://w

w
w
.

roc-taiw
an.org/JP/ct.asp?xItem

=404477&
ctN

ode=1453&
m
p=202

、
二

〇
一
六
年
一
月
二
日
披
見
）

一
九
八
〇
年
に
東
京
を
本
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
媽
祖
会
は
、
東
京
媽
祖
廟

の
建
立
に
協
力
し
、
祭
祀
に
も
関
わ
る
が
、
単
な
る
媽
祖
神
へ
の
崇
敬
団
体
で
は
な

く
、
日
本
に
お
け
る
台
湾
の
権
益
を
確
保
、
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
政
治

的
な
団
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
政
治
や
経
済
活
動
が
、
信
仰
や
宗
教
を
利
用
し
て
い
る
と
み

る
の
か
、
伝
統
的
な
宗
教
や
信
仰
的
要
素
を
内
包
し
た
政
治
（
的
）、
経
済
の
た
め

の
活
動
と
み
る
べ
き
か
、
多
く
の
諸
事
例
と
、
事
例
ご
と
の
関
係
諸
機
関
・
組
織
（
と

き
に
国
家
）
の
利
害
関
係
等
の
分
析
が
必
要
で
、
慎
重
に
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
前
近
代
よ
り
継
承
さ
れ
続
け
る
信
仰
や
宗
教
が
、
現
代
な
お
、
現
実
の
地
域
・

場
に
お
け
る
社
会
活
動
、
特
に
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
経
済
活
動
の
表
象
と
し
て
、

宗
教
施
設
の
管
理
の
権
限
、
祭
祀
の
実
行
が
、
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
あ

る
。宗

教
・
信
仰
、
文
化
と
、
政
治
・
経
済
の
問
題
を
、
前
近
代
か
ら
の
連
続
性
と
、

近
現
代
の
国
際
状
況
に
目
を
向
け
て
、
総
合
的
に
考
察
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。〔

付
記
〕
本
論
文
は
、
科
研
基
盤
B
「
9
、
10
世
紀
敦
煌
仏
教
、
道
教
、
民
間
信

仰
融
合
資
料
の
総
合
的
研
究
」（
広
島
大
学 

荒
見
泰
史
教
授
代
表
）、
基
盤
S
「
宗

教
テ
ク
ス
ト
遺
産
の
探
査
と
綜
合
的
研
究
―
人
文
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
」（
名
古
屋
大
学 

阿
部
泰
郎
教
授
代
表
）、
及
び
科
研
基
盤
B
「
国
民
儀

礼
化
す
る
通
過
儀
礼
・
年
中
行
事
の
資
料
論
的
研
究
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

山

田
慎
也
准
教
授
代
表
）
の
研
究
成
果
で
す
。
科
研
の
、
本
調
査
、
研
究
へ
の
支
援
を

心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
長
崎
三
山
公
帮
を
は
じ
め
と
す
る
福
建
華
僑

の
皆
様
、
崇
福
寺
様
、
神
戸
関
帝
廟
様
と
福
建
同
郷
会
の
皆
様
、
京
都
華
僑
の
陳
正

雄
様
、
横
浜
華
僑
総
会
様
は
じ
め
、
快
く
調
査
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、

た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
）　

獅
子
舞
は
中
国
各
地
に
伝
承
さ
れ
る
代
表
的
な
中
国
の
民
俗
芸
能
で
あ
る
が
、
横
浜
華
僑
に

よ
る
現
代
の
獅
子
舞
は
、
広
東
起
源
の
南
方
系
獅
子
舞
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
よ
り
北
方
系
の
獅
子
舞
を
伝
習
す
る
な
ど
独
自
の
工
夫
を
加
え
、「
横
浜

華
僑
獅
子
舞
」
と
も
言
う
べ
き
独
自
の
獅
子
舞
を
創
出
し
た
こ
と
が
、
張
玉
玲
に
よ
り
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
張
『
華
僑
文
化
の
創
出
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
中
華
学
校
・
獅
子
舞
・
関

帝
廟
・
歴
史
博
物
館
―
』（
あ
る
む
、
二
〇
〇
八
年
）、
特
に
第
三
章
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
段
階
的
発
展 

横
浜
華
僑
に
よ
る
獅
子
舞
の
伝
承
」
参
照
。

註
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（
2
）　

清
国
商
人
は
、
長
崎
到
着
後
、
長
崎
通
事
よ
り
、
出
港
か
ら
到
着
ま
で
の
航
海
の
実
情
、
清

国
の
国
情
等
に
つ
い
て
聴
取
を
受
け
た
。
そ
の
聴
取
の
集
成
が
、
江
戸
幕
府
に
仕
え
た
儒
学
者

林
春
勝
，
林
信
篤
等
編
に
よ
る
『
華
夷
変
態
』
で
あ
る
。『
華
夷
変
態
』
等
を
資
料
と
す
る
、

清
国
商
人
の
航
海
の
実
態
、
船
上
で
の
媽
祖
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
清
国
商
人
の
媽
祖
祭

祀
―
日
・
清
交
易
、
航
海
と
祭
祀
―
」
を
予
定
し
て
い
る
。

（
3
）　

ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
蔵
『
閩
省
水
師
各
標
鎮
協
營
戰
哨
船
隻
圖
說
』
は
、D

eutsche 
D
igitale B

ibliothek

（https://w
w
w
.deutsche-digitale-bibliothek.de/item

/
V
O
JR7Q

SCBZD
GV

W
2L6M

ZV
A
P2BM

Q
T
V
D
6J2

（
二
〇
一
五
年
九
月
二
三
日
披
見
））

写
真
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　
『
時
中 
長
崎
華
僑
時
中
小
學
院
史 

文
化
事
誌 

1
9
9
1
』
第
三
部
、
團
龍
美
執
筆
「
長
崎

華
僑
録
」
序
説
（
時
中 

長
崎
華
僑
時
中
小
學
院
史 

文
化
事
誌
編
・
発
行
、一
九
九
一
年
）、及
び
、

坂
本
夏
実
「
長
崎
華
僑
に
お
け
る
社
会
組
織
の
歴
史
と
変
遷
」（『
文
化
環
境
研
究
』
二
〇
一
四

年
一
一
月
）
参
照
。

（
5
）　

崇
福
寺
の
行
事
へ
の
奉
仕
を
主
た
る
務
め
と
な
る
三
山
公
帮
に
つ
い
て
「
在
日
華
僑
の
先
祖

祭
祀
、
普
度
勝
会
の
歴
史
と
現
在
」（『H

ERIT
EX

』vol.1

、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
一
日
、

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
勉
誠
出
版
）、
に
福
建

福
清
出
身
の
長
崎
新
地
の
商
人
と
す
る
華
僑
組
織
や
、
特
に
一
年
の
最
大
の
年
中
行
事
「
普
度

蘭
盆
勝
会
」
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
。

（
6
）　

裘
暁
蘭
「
日
本
に
お
け
る
華
僑
・
華
人
教
育
に
関
す
る
研
究
―
多
文
化
・
多
民
族
社
会
に
向

け
て
の
教
育
の
再
構
築
と
課
題
」（
早
稲
田
大
学
・
博
士
論
文
・
二
〇
〇
七
年
）、
等

（
7
）　

以
下
は
、
私
の
民
俗
学
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
、
戦
後
華
僑
文
化
の
形
成
に
つ
い

て
の
考
察
で
あ
る
。
私
の
立
場
、
関
心
は
、
個
々
人
の
生
活
の
詳
細
や
心
意
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
史
実
や
口
述
の
あ
り
方
か
ら
現
代
を
主
題
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
記
憶

論
〞
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
。
私
の
調
査
に
応
じ
て
く
れ
た
被
調
査
者
の
口
述
は
、
調
査
時
に

お
け
る
被
調
査
者
の
記
憶

≒

過
去
の
意
味
づ
け
、
再
編
と
い
っ
た
側
面
が
強
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
時
間
の
推
移
に
と
も
な
う
変
化

≒

歴
史
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
8
）　

新
木
武
志
「
長
崎
の
原
爆
被
災
と
戦
後
復
興
」（
第
八
回
海
港
都
市
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
長

崎
大
学
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
ワ
ー
キ
ン
グ･

ペ
ー
パ
ー
、『
長
崎
大
学
東
ア
ジ
ア
共
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
』N

o.10

、
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
9
）　

横
浜
華
僑
に
つ
い
て
の
概
説
史
で
も
、
横
浜
華
僑
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）
に
よ

る
物
資
配
給
の
恩
恵
を
受
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
横
浜
中
華
街
1
5
0
年
―
落
地
生
根
の

歳
月
』（
横
浜
開
港
資
料
館
編
、
発
行
、
二
〇
〇
九
年
）「
焼
け
跡
か
ら
の
再
起
」、
財
団
法
人

中
華
会
館
・
横
浜
開
港
資
料
館
編
『
横
浜
華
僑
の
歴
史
―
横
浜
華
僑
口
述
歴
史
記
録
集
』（
財

団
法
人
中
華
会
館
、
二
〇
一
〇
年
）
横
浜
中
華
街
一
五
〇
年
の
歩
み
「
焼
け
跡
か
ら
世
界
の
観

光
名
所
へ
」、
等
）。
神
戸
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
、
戦
後
三
年
間
、
実
施
さ
れ
た
華
僑
へ

の
特
配
に
つ
い
て
は
、
戦
争
終
結
後
に
、
華
僑
身
分
を
証
明
す
る
「
華
僑
証
明
書
」
の
発
行
や
、

本
証
明
書
や
戦
前
か
ら
の
「
華
僑
登
記
証
」（
中
華
民
国
駐
日
大
使
館
、
ま
た
は
総
領
事
館
が

発
行
）
に
基
づ
い
て
、
特
配
を
受
け
る
た
め
の
「
食
料
加
配
証
」
を
発
行
さ
れ
た
こ
と
、
配
給

物
資
が
、
米
・
小
麦
粉
・
味
噌
・
食
用
油
・
砂
糖
・
魚
の
缶
詰
・
米
軍
払
い
下
げ
の
軍
服
な
ど

で
、
約
七
〇
〇
〇
人
の
神
戸
華
僑
が
申
請
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
物
資
が
、
戦
後
の
神
戸
の
経

済
復
興
を
牽
引
し
た
三
宮
高
架
下
の
自
由
市
（
ヤ
ミ
市
）
の
な
か
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
な
ど
、中
華
会
館
編
『
落
地
生
根 

神
戸
華
僑
と
神
阪
中
華
会
館
の
百
年
』（
二
〇
〇
〇
年
、

研
文
出
版
）に
詳
し
い（
特
に
第
四
章
、新
時
代
の
中
華
会
館「
一
、戦
後
の
復
興
と
華
僑
社
会
」）。

本
書
に
は
、「
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
農
林
次
官
通
帳
、
外
国
人
に
対
す
る
食
料
加

配
に
関
す
る
件
」
を
伝
え
る
『
華
僑
総
会
告
知
』（
一
九
四
八
年
）
の
資
料
（
写
真
）
も
掲
出

さ
れ
て
お
り
、
戦
後
の
日
本
国
―
Ｇ
Ｈ
Ｑ
―
華
僑
総
会
の
機
構
・
組
織
関
係
や
連
携
が
知
ら
れ

る
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。

（
10
）　

な
お
、
日
中
戦
争
時
の
長
崎
を
含
む
在
日
華
僑
の
苦
難
に
つ
い
て
は
、
菊
池
一
隆
「
抗
日
戦

争
時
期
に
お
け
る
全
日
本
華
僑
の
動
向
と
構
造
―
大
使
館
、
お
よ
び
横
浜
・
神
戸
・
長
崎
各
華

僑
の
位
置
―
」（『
歴
史
研
究
』（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
発
行
）
第
三
九
号
二
〇
〇
二

年
三
月
）、
参
照
。

（
11
）　

長
崎
、
神
戸
、
京
都
の
華
僑
に
よ
る
普
度
勝
会
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
5
）
松
尾
「
在
日

華
僑
の
先
祖
祭
祀
、
普
度
勝
会
の
伝
承
と
現
在
」
参
照
。

（
12
）　

本
稿
の
主
題
、
外
国
人
の
生
業
・
生
活
や
社
会
形
成
の
問
題
か
ら
派
生
す
る
問
題
で
あ
る
が
、

こ
の
反
日
デ
モ
の
挙
行
者
、
参
加
者
が
、
い
か
な
る
思
想
信
条
、
帰
属
、
社
会
階
層
の
人
々
で

あ
っ
た
か
の
か
は
、
国
際
関
係
の
な
か
で
一
般
市
民
が
、
国
家
に
管
理
さ
れ
つ
つ
、
い
か
な
る

政
治
性
を
帯
び
た
考
え
を
持
ち
、
い
か
な
る
行
動
を
す
る
の
か
、
そ
の
実
態
の
解
明
は
、
現
代

の
文
化
研
究
の
上
か
ら
も
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

（
13
）　

横
浜
華
僑
総
会
事
務
所
、
関
帝
廟
の
管
理
を
め
ぐ
る
大
陸
派
と
台
湾
派
の
華
僑
の
係
争
の
顛

末
は
、
本
裁
判
に
も
関
わ
っ
た
裁
判
官
清
水
悠
爾
「
日
本
大
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
―
20
世
紀
末

横
浜
地
裁
の
3
事
件
―
」（
関
帝
廟
と
横
浜
華
僑
編
集
委
員
会
編
『
関
聖
帝
君 

鎮
座
1
5
0

周
年
記
念　

関
帝
廟
と
横
浜
華
僑
』、
自
在
社
、
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
松
尾
は

二
〇
一
六
年
に
、
本
経
緯
に
つ
い
て
、
一
九
二
七
年
に
来
日
し
た
広
東
出
身
の
華
僑
を
父
と
す

る
謝
成
発
氏
（
横
浜
二
世
華
僑
、
中
華
料
理
店
謝
甜
記
社
長
）
よ
り
お
話
を
伺
っ
た
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
一
六
年
三
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
六
年
八
月
一
日
審
査
終
了
）


